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〔
一
〕
今
泉
忠
義
先
生
は
、『
源
氏
物
語
現
代
語
訳
』
の
「
は
し
が
き
」

で
、

　
　

�

例
へ
ば
、「
あ
な
づ
ら
れ
奉
る
」
を
「
馬
鹿
に
お
せ
ら
れ
申
し

上
げ
る
」
と
で
も
し
て
み
た
ら
、
そ
れ
が
現
代
語
か
と
い
は
れ

る
だ
ら
う
が
、
こ
れ
は
、
現
代
語
に
う
つ
し
た
な
ら
、
こ
ん
な

に
も
な
る
だ
ら
う
と
い
ふ
と
こ
ろ
を
見
せ
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ

ん
な
現
代
語
訳
が
あ
つ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

と
書
い
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
先
生
が
「
迷
惑
の
受
身
」
と
お
呼

び
に
な
っ
た
（
今
泉
忠
義
『
国
語
学
概
論
』
昭
和
二
五
年
）、
そ
の
「
迷
惑

の
受
身
」
に
客
体
敬
語
が
下
接
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
迷
惑
行
為

の
行
為
者
に
対
し
て
客
体
敬
語
を
用
い
る
こ
と
が
、
現
代
語
に
お
い

て
は
お
こ
な
わ
れ
な
い
こ
と
に
基
づ
く
断
り
書
き
で
あ
る
と
察
せ
ら

れ
る
。

〔
二
〕
じ
つ
は
、『
源
氏
物
語
』
に
「
あ
な
づ
ら
れ
奉
る
」
の
用
例
は

見
当
た
ら
な
い
。「
は
し
が
き
」
は
、
分
か
り
易
い
「
例
へ
ば
」
な

の
で
あ
る
。
し
か
し
源
氏
物
語
に
は
、
迷
惑
の
受
身
に
客
体
敬
語
が

下
接
し
た
例
が
、
も
ち
ろ
ん
存
在
す
る
。
数
例
を
引
く
。

　
　

�（
源
氏
→
空
蝉
）「
…
、
さ
る
べ
き
に
や
、
げ
に
か
く
あ
は
め
ら
れ

奉
る
も
こ
と
わ
り
な
る
心
惑
ひ
を
、
み
づ
か
ら
も
怪
し
き
ま
で

な
む
」〈
帚
木
、
七
〇
頁
10
行
目
〉

　
　

�（
源
氏
、
心
中
）「
…
。
我
が
心
の
あ
ま
り
け
し
か
ら
ぬ
す
さ
び
に
、

（
葵
上
カ
ラ
）か
く
恨
み
ら
れ
奉
る
ぞ
か
し
」と
思
し
知
ら
る
。〈
紅

葉
賀
、
二
四
五
9
〉

　
　

�
こ
の
（
頭
）
中
将
は
、「（
源
氏
ニ
）
さ
ら
に
お
し
消
た
れ
聞
こ
え

じ
」
と
、
は
か
な
き
こ
と
に
つ
け
て
も
、
思
ひ
挑
み
聞
こ
え
給

　

　「
あ
な
づ
ら
れ
奉
る
」

大
久
保
　
一
　
男
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ふ
。〈
紅
葉
賀
、
二
六
一
10
〉

　
　

�（
源
氏
→
紫
上
、
文
）「
…
、
我
な
が
ら
心
よ
り
ほ
か
な
る
な
ほ
ざ

り
ご
と
に
て
、（
ア
ナ
タ
カ
ラ
）
疎
ま
れ
奉
り
し
節
々
を
思
ひ
出

づ
る
さ
へ
胸
痛
き
に
、
…
」〈
明
石
、
四
六
六
10
〉

　

受
身
に
客
体
敬
語
が
下
接
し
た
例
は
、
受
身
が
「
迷
惑
」
の
場
合

に
限
ら
な
い
。
い
わ
ば
「
恩
恵
」
の
場
合
の
例
も
あ
る
。

　
　

�（
玉
鬘
ノ
乳
母
ノ
息
子
→
身
内
ノ
者
）「
…
。（
玉
鬘
ハ
）
よ
き
人
の
御

筋
と
い
ふ
と
も
、
親
に
数
ま
へ
ら
れ
奉
ら
ず
、
世
に
知
ら
れ
で

は
、
何
の
甲
斐
か
は
あ
ら
む
。
…
」〈
玉
鬘
、
七
二
四
6
〉

　
　

�（
柏
木
→
義
母
御
息
所
）「
…
。（
私
ガ
）
数
な
ら
ぬ
身
に
て
、
及
び

が
た
き
御
中
ら
ひ
に
な
ま
じ
ひ
に
許
さ
れ
奉
り
て
さ
ぶ
ら
ふ
し

る
し
に
は
、
長
く
世
に
侍
り
て
、
…
」〈
若
菜
下
、
一
二
一
九
3
〉

　
　

�（
薫
大
将
ガ
）
御
聟
に
て
（
今
上
帝
カ
ラ
）
も
て
は
や
さ
れ
奉
り
給

へ
る
御
お
ぼ
え
、
お
ろ
か
な
ら
ず
め
づ
ら
し
き
に
、〈
宿
木
、

一
七
七
八
11
〉

〔
三
〕
十
歳
か
ら
八
十
歳
に
至
る
ま
で
宮
中
に
仕
え
、
そ
の
間
大
正
・

昭
和
両
天
皇
の
東
宮
侍
従
を
も
務
め
た
甘
露
寺
受お

さ

長な
が

氏
（
一
八
八
〇

〜
一
九
七
七
）
の
著
で
、
昭
和
天
皇
に
つ
い
て
綴
っ
た
『
天
皇
さ
ま
』

に
は
、
そ
も
そ
も
受
身
表
現
が
少
な
い
の
だ
が
、
受
身
に
客
体
敬
語

の
下
接
し
た
例
が
見
当
た
ら
な
い
。

　
　

も
う
一
度
、
陛
下
に
大
笑
い
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。〈
一
八
四
8
〉

こ
れ
は
、
筆
者
（
＝
甘
露
寺
氏
）
の
認
識
は
と
も
か
く
、
客
観
的
に
は

迷
惑
の
受
身
の
類
で
あ
ろ
う
。

　
　

�

お
役
ご
免
に
な
っ
て
か
ら
も
、（
私
ハ
）
ず
っ
と
毎
年
天
長
節
の

御
宴
に
は
宮
中
に
召
さ
れ
て
い
た
。〈
六
九
1
〉

こ
れ
は
明
ら
か
に
恩
恵
の
受
身
で
あ
る
が
、
行
為
自
体
が
主
体
敬
語

で
表
さ
れ
て
い
て
、
仮
に
客
体
敬
語
を
下
接
さ
せ
る
と
敬
語
の
重
複

使
用
に
な
る
。
し
か
し
、

　
　

�

私
が
東
宮
侍
従
と
し
て
、
お
そ
ば
に
仕
え
た
と
き
、
最
初
に
命

ぜ
ら
れ
た
仕
事
が
、
貝
類
の
図
を
描
く
こ
と
だ
っ
た
。〈
八
五
16
〉

　
　

�

摂
政
宮
殿
下
（
＝
東
宮
）
か
ら
、
市
中
の
視
察
を
命
ぜ
ら
れ
、

西
園
寺
と
主
馬
寮
の
技
手
と
、
三
人
で
出
か
け
た
。〈
一
九
四
9
〉

　
　

�（
陛
下
ノ
前
デ
）
固
く
な
っ
て
い
た
人
も
、
つ
い
引
き
入
れ
ら
れ

て
、
ス
ラ
ス
ラ
と
お
話
し
も
う
し
あ
げ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
。〈
二
七
九
9
〉

こ
れ
ら
は
、筆
者
の
認
識
と
し
て
は
決
し
て
迷
惑
の
受
身
で
は
な
く
、

む
し
ろ
恩
恵
の
受
身
と
も
察
せ
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
受
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身
に
客
体
敬
語
が
下
接
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

現
代
語
に
お
い
て
は
、
受
身
に
客
体
敬
語
の
下
接
す
る
こ
と
が
な

い
。
す
な
わ
ち
、
迷
惑
行
為
・
授
恵
行
為
の
行
為
者
に
対
し
て
、「
…

（
ラ
レ
）
申
シ
ア
ゲ
ル
」
と
い
う
客
体
敬
語
に
よ
っ
て
敬
意
を
表
す
こ

と
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
行
為
者
に
対
し
て
敬
意
を
表
そ
う
と
す

る
意
識
が
働
く
と
き
に
は
、
受
身
表
現
を
と
る
こ
と
を
避
け
て
、
迷

惑
行
為
・
授
恵
行
為
の
行
為
者
を
動
作
の
主
体
と
す
る
主
体
敬
語「
オ

…
ニ
ナ
ル
」「
オ
…
ク
ダ
サ
ル
」「
…
テ
ク
ダ
サ
ル
」
に
よ
っ
て
、
ま

た
は
、
迷
惑
行
為
・
授
恵
行
為
の
行
為
者
を
行
為
の
客
体
と
す
る
客

体
敬
語
「
オ
…
イ
タ
ダ
ク
」「
…
テ
イ
タ
ダ
ク
」
に
よ
っ
て
、
敬
意

を
表
す
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
迷
惑
・
恩
恵
両
様
の
、
受
身
に
客
体
敬
語
が
下
接
す
る
表

現
は
、
源
氏
物
語
の
後
、
い
っ
た
い
い
つ
頃
ま
で
行
わ
れ
た
の
か
。

具
さ
な
調
査
に
は
程
遠
い
が
、
現
時
点
で
の
さ
さ
や
か
な
メ
モ
を
書

き
留
め
て
お
き
た
い
。

〔
四
〕
一
一
〇
七
年
〜
一
一
〇
八
年
に
堀
河
・
鳥
羽
の
両
天
皇
に
仕

え
た
追
憶
を
記
事
と
す
る
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
、
受
身
に
客
体
敬

語
の
下
接
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。

　
　

�（
白
河
院
カ
ラ
、
鳥
羽
帝
ヘ
ノ
出
仕
ノ
仰
セ
ヲ
受
ケ
）
か
う
さ
た
す
る

を
聞
き
て
、（
私
ノ
）
せ
う
と
な
る
人
、「
あ
は
れ
、
男
の
身
に

て
か
く
い
は
れ
ま
ゐ
ら
せ
ば
や
。
う
ら
や
ま
し
く
も
…
」〈
下
、

四
三
三
1
〉

　

続
い
て
、
中
世
の
日
記
・
紀
行
文
に
、
次
の
よ
う
な
例
が
散
見
す

る
。

　

飛
鳥
井
雅
有
の
日
記
『
春
の
深
山
路
』
一
二
八
〇
年
の
記
事
。

　
　

�（
二
月
）
十
八
日
、
雨
降
り
て
（
後
宇
多
天
皇
）
御
徒
然
な
り
と
て
、

南
殿
に
て
御
鞠
あ
り
。
数
鞠
蹴
る
べ
し
と
て
責
め
ら
れ
参
ら
す

れ
ば
、
年
寄
り
て
、
腰
の
労
り
煩
は
し
く
て
、〈
三
一
九
2
〉

　
　

�

目
勝
り
の
負
け
わ
ざ
の
花
、
あ
ま
り
責
め
ら
れ
参
ら
せ
て
、
八

重
桜
一
枝
、
内
裏
へ
持
ち
て
参
り
ぬ
。
や
が
て
御
所
へ
召
し
入

れ
ら
る
。〈
三
二
三
14
〉

　
　

�

こ
の
翁
が
腰
に
取
り
付
き
て
、（
鞠
ヲ
）
蹴
さ
せ
ず
。
か
や
う
に

攻
め
ら
れ
参
ら
せ
ぬ
れ
ば
、
い
か
に
思
へ
ど
、
叶
は
ず
し
て
、

右
負
け
に
な
り
ぬ
。〈
三
二
七
1
〉

　

正
徹
の
紀
行
『
な
ぐ
さ
み
草
』
一
四
一
八
年
の
記
事
。

　
　

�
そ
の
次
の
日
よ
り
、
こ
の
人
（
＝
優
婆
塞
）
に
誘
は
れ
奉
り
て
、

国
の
最
中
な
る
や
う
の
所
に
い
た
れ
り
。〈
四
三
九
17
〉
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〔
五
〕『
平
家
物
語
』（
覚
一
本
）
に
見
ら
れ
る
、
受
身
に
客
体
敬
語
の

下
接
し
た
も
の
の
な
か
か
ら
数
例
を
引
く
が
、
あ
わ
せ
て
、
同
一
の

記
事
が
『
天
草
版
平
家
物
語
』
に
載
る
場
合
に
は
そ
の
部
分
を
摘
記

し
（
略
称
『
天
』）、『
天
』
の
そ
れ
が
巻
二
の
第
二
以
降
で
あ
る
場

合
に
は
『
百
二
十
句
本
平
家
物
語
』（
斯
道
文
庫
本
）
の
そ
の
部
分
を

も
併
記
す
る
（
略
称
『
百
』）。

　
　

�（
清
盛
→
仏
御
前
）「
…
。
と
う
〳
〵
罷
り
出
よ
」
と
ぞ
の
給
ひ
け

る
。
仏
御
前
は
、
す
げ
な
う
言
は
れ
た
て
ま
つ
つ
て
、
既
に
出

で
ん
と
し
け
る
を
、〈
祇
王
、
上
一
八
11
〉

　
　
　
『
天
』
す
げ
な
う
言
わ
れ
て
〈
二
〇
一
8
〉

　
　

�（
仏
御
前
→
清
盛
）「
…
。も
と
よ
り
わ
ら
は
は
推
参
の
も
の
に
て
、

（
ア
ナ
タ
ニ
）
出
さ
れ
ま
ゐ
ら
せ
さ
ぶ
ら
ひ
し
を
、
…
」〈
祇
王
、

上
二
〇
2
〉

　
　
　
『
天
』
追
い
い
だ
さ
れ
ま
ら
し
ょ
う
ず
る
を
〈
二
〇
三
20
〉

　
　

�（
母
と
ぢ
→
祇
王
）「
い
か
に
祇
王
御
前
、
と
も
か
う
も
（
入
道
相

国
ニ
）
御
返
事
を
申
せ
か
し
。
左
様
に
し
か
ら
れ
ま
ゐ
ら
せ
ん

よ
り
は
」〈
祇
王
、
上
二
二
4
〉

　
　
　
『
天
』
叱
ら
れ
ま
ら
し
ょ
う
よ
り
わ
〈
二
〇
九
7
〉

　
　

�（
祇
王
、
心
中
）「
…
。
わ
が
身
に
あ
や
ま
つ
事
は
な
け
れ
共
、（
入

道
相
国
ニ
）
捨
て
ら
れ
た
て
ま
つ
る
だ
に
あ
る
に
、
座
敷
を
さ

へ
さ
げ
ら
る
ヽ
こ
と
の
心
憂
さ
よ
。
…
」
と
思
ふ
に
、〈
祇
王
、

上
二
三
11
〉

　
　
　
『
天
』�

出
さ
る
る
だ
に
あ
る
に
、
座
敷
を
さ
え
下
げ
ら
る
る

こ
と
の
〈
二
一
一
23
〉

　
　

�（
頼
朝
→
文
覚
）「
…
。
わ
れ
は
故
池
の
尼
御
前
に
、
か
ひ
な
き
命

を
た
す
け
ら
れ
た
て
ま
ッ
て
候
へ
ば
、
そ
の
後
世
を
と
ぶ
ら
は

ん
た
め
に
、
…
」〈
福
原
院
宣
、
上
二
九
八
10
〉

　
　
　
『
百
』
命
ヲ
助
ラ
レ
テ
候
ヘ
ハ
〈
三
四
三
7
〉

　
　
　
『
天
』
命
を
助
け
ら
れ
て
を
ぢ
ゃ
れ
ば
〈
二
九
九
23
〉

　
　

�（
四
国
ノ
兵
物
共
ガ
能
登
の
守
教
経
ラ
ニ
）
手
い
た
う
攻
め
ら
れ
た
て

ま
ッ
て
、
か
な
は
じ
と
や
思
ひ
け
ん
、〈
六
ケ
度
軍
、
下
一
四
〇
6
〉

　
　
　
『
百
』
能
登
殿
ニ
攻
ラ
レ
テ
〈
五
〇
五
11
〉

　
　
　
『
天
』
能
登
殿
に
攻
め
ら
れ
て
〈
五
一
七
9
〉

　
　

�（
判
官
義
経
→
後
白
河
院
）「
平
家
は
神
明
に
も
は
な
た
れ
奉
り
、

君
に
も
捨
て
ら
れ
ま
ゐ
ら
せ
て
、
帝
都
を
出
で
、
…
」〈
逆
櫓
、

下
二
五
九
４
〉

　
　
　
『
百
』�
神
明
ニ
モ
放
レ
奉
リ
君
ニ
モ
捨
ラ
レ
進
セ
テ
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〈
六
三
五
2
〉

　
　
　
『
天
』�

平
家
わ
宿
報
が
つ
き
て
、
君
に
も
捨
て
ら
れ
ま
ら
し

て
〈
六
六
一
1
〉

　

右
に
挙
げ
た
例
に
よ
る
と
、『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
は
客
体
敬

語
が
下
接
し
て
い
て
『
天
草
版
』
で
は
そ
れ
が
下
接
し
て
い
な
い
も

の
が
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
併
記
し
た
『
百
二
十
句

本
』
を
見
る
と
、
そ
こ
で
も
客
体
敬
語
が
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
つ

ま
り
、『
天
草
版
』に
見
ら
れ
る
客
体
敬
語
の
下
接
し
な
い
例
が
、『
天

草
版
』
成
立
当
時
の
敬
語
使
用
法
を
反
映
し
た
も
の
と
は
言
い
切
れ

な
い
の
で
あ
る
。

〔
六
〕
幸
若
舞
の
語
り
台
本
を
読
み
物
に
転
用
し
た
『
舞
の
本
』
の

言
葉
遣
い
に
つ
い
て
は
、
今
回
使
用
の
テ
キ
ス
ト
の
「
解
説
」
に
も

引
く
よ
う
に
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』（
土
井
忠
生
氏
訳
）
に
、

「『
舞
』（M

ais

）
の
文
体
は
、
日
本
で
通
用
し
て
ゐ
る
甚
だ
丁
寧
で

上
品
な
談
話
の
と
同
じ
で
あ
る
。
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
と
を
混
合

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
誰
に
で
も
理
解
さ
れ
る
。」
と
記
さ
れ
る
〈
三

省
堂
刊
・
六
六
四
頁
〉。
そ
の
『
舞
の
本
』
に
も
、
受
身
に
客
体
敬
語

の
下
接
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。

　
　

�（
三
浦
ノ
大
介
義
明
）「
…
。
疾
う
〳
（〵
君
、
頼
朝
ニ
）
領
状
申
さ
ん
」

と
て
、「
三
浦
三
百
九
十
三
騎
」
と
長
帳
に
判
を
据
へ
、
君
に

頼
ま
れ
奉
る
。〈
馬
揃
、
一
四
五
7
〉

　
　

�（
平
家
ノ
残
党
）
景
清
が
狙
ふ
所
は
、
ど
こ
〴
〵
ぞ
。
…
。
…
心

を
尽
し
肝
を
消
し
、
君
（
＝
頼
朝
）
を
狙
ひ
申
せ
共
、（
頼
朝
ハ
）

果
報
い
み
じ
く
ま
し
ま
し
て
、（
頼
朝
方
ノ
）
秩
父
殿
（
＝
重
忠
）

に
悟
ら
れ
申
、
前
後
に
叶
ふ
事
も
な
し
。〈
景
清
、
二
四
六
7
〉

　
　

�（
曽
我
兄
弟
ノ
、
兄
、
祐
〈
助
〉
成
→
弟
、
時
宗
）「
我
君
（
＝
頼
朝
）

の
此
度
、
富
士
野
へ
の
御
出
は
、
日
本
国
の
侍
の
名
字
、
名
乗

を
知
ろ
し
召
さ
ん
た
め
な
り
。（
我
ラ
モ
）
人
数
に
罷
り
出
、
…

伊
藤
が
子
孫
に
去
物
あ
り
と
知
ら
れ
申
、
…
」〈
小
袖
曽
我
、

五
〇
六
15
〉

　
　

�（
常
葉
御
前
→
下
女
ド
モ
）「
な
ふ
、
い
か
に
女
房
た
ち
。
…
、
自

ら
が
古
郷
を
語
て
聞
か
せ
申
さ
ん
。
…
宇
陀
の
郡
の
山
里
の
者

也
。
自
ら
十
四
の
春
の
比
、
父
母
に
叱
ら
れ
参
ら
せ
、
都
に
上

り
、
…
」〈
常
葉
、
二
七
九
4
〉

　

一
方
に
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
、
予
想
さ
れ
る
客
体
敬
語
の
下
接

し
て
い
な
い
も
の
が
見
ら
れ
る
。

　
　

�（
梶
原
景
時
）
心
の
内
に
思
ふ
や
う
、「
…
、
此
君
（
＝
義
経
）、
在



― 6―

鎌
倉
ま
し
ま
さ
ば
、
…
の
旨
ま
で
も
、
み
な
此
君
の
御
計
ら
ひ

と
な
る
べ
し
。
さ
あ
ら
ん
時
に
、
梶
原
が
逆
櫓
の
遺
恨
残
て
、

我
〳
〵
父
子
引
き
出
さ
れ
て
、由
比
の
浜
に
て
斬
ら
れ
ん
事
は
、

疑
ひ
更
に
あ
る
ま
じ
。
そ
の
儀
に
て
有
な
ら
ば
、
先
追
返
し
奉

り
、
…
、
こ
の
君
失
ひ
参
ら
せ
て
、
…
」〈
腰
越
、
三
四
四
12
〉

　
　

�

宮
（
＝
後
醍
醐
帝
ノ
第
一
皇
子
）、
つ
く
〴
〵
と
御
覧
ぜ
ら
る
ヽ
に
、

御
息
所
の
御
迎
ひ
に
、（
帝
ノ
従
者
ノ
）
武
文
、
京
へ
上
せ
ら
れ

し
時
、
有
井
の
庄
司
が
調
進
申
せ
し
御
衣
な
り
。〈
新
曲
、

五
八
三
10
〉

『
平
家
物
語
』の
挙
例
第
五
例
と
同
じ
こ
と
を
語
る
頼
朝
の
発
話
に
は
、

　
　

�（
文
覚
〈
学
〉
ノ
前
デ
、
頼
朝
→
父
、
義
朝
ノ
曝
首
）「
…
、
六
条
河
原

に
て
既
に
死
罪
に
及
び
し
を
、池
の
尼
公
に
助
け
ら
れ
、…
」〈
文

学
、
二
〇
二
14
〉

と
、
客
体
敬
語
が
下
接
し
て
い
な
い
。

〔
七
〕『
狂
言
集
』（
大
蔵
虎
明
本
）
に
お
け
る
、
受
身
に
客
体
敬
語
が

下
接
し
た
確
例
と
思
わ
れ
る
の
は
、
次
の
一
例
だ
け
で
あ
る
。

　
　

�（
朝
比
奈
→
閻
魔
王
）「
…
、
荏ゑ

柄が
ら

の
平
太
胤
長
と
言
つ
し
者
、
碓

氷
峠
に
て
（
三
代
将
軍
源
実
朝
当
時
ノ
幕
府
側
ノ
）
君
に
奪
わ
れ
申
、

一
度
な
ら
ず
二
度
な
ら
ず
、両
三
度
ま
で
鎌
倉
へ
引
渡
さ
る
ヽ
、

…
」〈
あ
さ
い
な
、
上
四
六
六
13
〉

　

右
の
ほ
か
に
、
受
身
に
客
体
敬
語
が
下
接
し
た
も
の
と
見
な
し
う

る
可
能
性
の
あ
る
も
の
が
三
例
あ
る
。

　
　

�（
孫
一
→
孫
二
・
孫
三
）「
…
、
そ
な
た
達
ハ
此
の
程
（
祖
父
ヲ
）
お

見
ま
や
つ
た
か
、
身
共
ハ
此
中
見
ま
ふ
た
事
も
お
り
な
い
」（
孫

二
・
孫
三
→
孫
一
）「
い
や
身
共
ら
も
久
し
う
見み

廻ま
ひ

ま
ゐ
ら
せ
ぬ

程
に
、
定
て
恨
み
ら
れ
ま
ら
せ
う
」〈
さ
い
ほ
う
、
上
一
一
三
13
〉

　
　

�（
親
鬼
→
鎮
西
八
郎
為
朝
）「
…
、
某
が
娘
を
一
人
も
つ
た
が
、
そ

れ
に
食
ハ
れ
う
か
、
身
共
に
食
ハ
れ
ふ
か
」（
為
朝
）「
と
て
も

助
け
さ
せ
ら
れ
ま
ひ
な
ら
ハ
、
御
姫
様
に
食
ハ
れ
ま
ら
せ
う
」

〈
く
び
引
、
上
四
九
二
14
〉

　
　

�（
主
→
太
郎
冠
者
）「
…
、
あ
か
ヾ
り
と
云
題
に
て
、
哥
を
一
首
詠

う
だ
事
な
ら
ハ
、
此
川
を
負
い
越
し
て
や
ら
ふ
ぞ
」（
太
郎
冠
者
）

「
是
ハ
迷
惑
で
御
ざ
る
、
哥
ハ
詠
ミ
ま
ら
せ
う
が
、
負
ハ
れ
ま

ら
す
る
事
ハ
な
り
ま
ら
す
ま
ひ
」〈
あ
か
ヾ
り
、
上
五
五
六
8
〉

こ
れ
ら
の
「
…
ま
ら
す
」
は
、
右
の
最
終
例
末
尾
の
「
な
り
ま
ら
す

ま
ひ
」
の
「
…
ま
ら
す
」
と
同
類
で
、
対
者
尊
敬
で
あ
る
疑
い
が
拭

い
き
れ
な
い
。「
…
ま
ら
す
」
に
、
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�（
主
→
太
郎
冠
者
）「
い
や
〳
〵
汝
を
負
う
で
ハ
な
ひ
、
哥
を
詠
ま

せ
て
負
う
か
ら
ハ
、
天
神
を
負
い
ま
ら
す
る
心
じ
や
、
ま
一
首

詠
め
」〈
あ
か
ヾ
り
、
上
五
五
六
14
〉

の
よ
う
な
、
客
体
敬
語
用
法
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
も
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
狂
言
集
』
に
は
受
身
に
客
体
敬
語
の
下
接
し
た

確
例
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
の
一
方
に
お
い
て
、
受
身
に
客
体
敬
語

の
下
接
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
な
が
ら
も
下
接
し
て
い
な
い
例
が
、

　
　

�（
絵
描
キ
ノ
金
岡
→
妻
）「
ま
づ
以
前
、
禁
中
さ
ま
へ
召
さ
れ
、
屏

風
の
絵
を
仰
付
ら
れ
、
描
く
所
へ
花
を
飾
つ
た
や
う
な
る
上
郎

衆
の
、
…
、
十
二
人
御
出
な
さ
れ
、
…
」〈
か
な
わ
か
、
下

一
五
〇
13
〉

の
よ
う
な
、
行
為
が
主
体
敬
語
で
表
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
い
て
、

一
五
例
を
超
え
て
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
は
注
意
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　

�（
雉
領
ノ
者
→
大
名
）「
昨
日
ノ
鳥
ハ
、
古
歌
の
心
を
知
ら
ひ
で
ほ

ろ
ヽ
を
か
け
（
＝
羽
バ
タ
イ
テ
音
ヲ
立
テ
テ
）（
ア
ナ
タ
様
ニ
）
射
ら

れ
た
る
が
、
今
日
ハ
鳥
も
心
あ
り
て
ほ
ろ
ヽ
を
か
け
ぬ
か
と
存

ず
る
よ
」〈
き
ん
や
、
上
二
八
六
5
〉

　
　

�（
藤
三
→
女
）「
ま
つ
お
待
ち
や
れ
〳
〵
、
西
国
に
隠
れ
な
き
、

し
わ
く
の
藤
三
と
申
者
（
＝
私
）
が
、
か
た
〴
〵
（
＝
ア
ナ
タ
様
）

に
参
合
て
、
歌
物
語
に
詰
め
ら
れ
（
＝
追
イ
詰
メ
ラ
レ
）
て
、
口

を
も
あ
か
ぬ
と
人
に
笑
ハ
れ
ん
口
惜
し
さ
に
、
口
を
あ
い
て
候

ぞ
、
是
よ
り
ハ
、
そ
な
た
の
御
弟
子
に
な
り
申
さ
う
、
…
」〈
う

る
さ
し
、
下
七
二
12
〉

　
　

�（
居
杭
）「
…
爰こ
こ

に
、
一
だ
ん
と
有
徳
な
る
御
か
た
の
御
座
あ
る

が
、
…
、
い
つ
も
参
る
た
び
毎
に
、（
私
ノ
）
頭
を
張
ら
せ
ら
る
ヽ

が
、
…
、
参
ら
ね
ハ
な
ら
ず
、
参
れ
ハ
張
ら
る
ヽ
、
外
聞
も
迷

惑
に
御
座
あ
る
、
…
」〈
い
ぐ
い
、
下
四
三
六
9
〉

〔
八
〕『
井
関
隆
子
日
記
』
は
、
徳
川
十
二
代
将
軍
家
慶
の
治
世
に
、

江
戸
城
の
、
夫
＝
納
戸
番
・
納
戸
組
頭
、（
義
）
子
＝
小
納
戸
番
・

二
の
丸
留
守
居
、
孫
＝
小
納
戸
番
と
し
て
仕
え
た
、
旗
本
の
家
の
主

婦
の
、
一
八
四
〇
年
か
ら
五
年
間
の
日
記
で
あ
る
。
こ
の
日
記
の
筆

者
は
、
日
記
中
の
随
所
に
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
万
葉
』『
古

今
』『
源
氏
』『
平
家
』『
吾
妻
鏡
』
そ
の
他
の
作
品
、
真
淵
・
宣
長
・

千
蔭
な
ど
の
学
説
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
、
古
典
に
つ

い
て
の
知
識
を
備
え
た
人
。
そ
の
人
が
、「
人
に
読
ま
れ
る
事
を
想

定
し
て
筆
を
執
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
」（
テ
キ
ス
ト
「
解
説
」）
る
、
擬
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古
文
体
の
日
記
で
あ
る
。

　

こ
の
日
記
に
は
、
受
身
に
客
体
敬
語
を
下
接
し
た
例
が
皆
無
で
あ

る
。

　
　

�（
前
中
納
言
斉
朝
卿
ガ
）
あ
る
夜
い
み
じ
う
怒
ら
せ
給
ひ
て
其
女
房

い
た
く
う
ち
こ
ら
さ
れ
あ
る
は
な
げ
う
た
れ
、
物
に
か
し
ら
打

そ
こ
ね
な
ど
し
つ
ヽ
、
い
と
〳
〵
か
ら
き
目
見
た
り
し
か
ば
、

其
後
お
そ
れ
て
近
付
奉
る
も
の
も
な
く
、〈
上
四
〇
一
4
〉

　
　

�

此
皇
子
（
＝
顕
宗
天
皇
ノ
父
、
市
辺
王
）
其
は
じ
め
、
大
泊
瀬
ノ
天

皇
（
＝
雄
略
）
に
、
此
野
（
＝
淡
路
・
蚊
屋
野
）
に
て
あ
ざ
む
か
れ

殺
さ
れ
給
ひ
、〈
中
五
五
12
〉

　
　

�

此
ご
ろ
移
さ
る
ヽ
司
々
お
ほ
し
。
さ
る
中
に
は
御
気
色
あ
り
て

司
と
か
れ
た
る
、
あ
る
は
御
た
う
ば
り
中
ら
お
と
り
た
る
職
に

落
さ
れ
な
ど
、
猶
さ
ま
〴
〵
也
。〈
中
三
六
九
2
〉

　
　

�（
将
軍
ノ
）
御
前
ゆ
る
さ
れ
た
る
ほ
ど
の
人
は
皆
帷
子
き
あ
り
く

を
ふ
と
う
ち
見
る
に
す
ヾ
ろ
寒
し
。〈
下
一
二
〇
2
〉

　
　

�

水
戸
の
中
納
言
殿
（
＝
斉
昭
）、
召
れ
て
こ
ヽ
に
お
は
せ
し
は
何

ご
と
に
か
と
人
い
ひ
あ
へ
り
し
が
、
…
。
…
、（
将
軍
ガ
）
ふ
し

ん
の
事
に
思
ほ
し
召
に
よ
り
…
。
…
か
く
俄
に
御
咎
有
て
お
し

こ
め
ら
れ
給
ふ
は
、い
ま
だ
御
三
家
に
お
き
て
例
な
き
こ
と
也
。

〈
下
二
七
六
9
〉

　

こ
の
よ
う
に
、
古
文
の
典
型
に
倣
え
ば
用
い
る
で
あ
ろ
う
客
体
敬

語
を
下
接
し
た
例
が
皆
無
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
受

身
に
は
客
体
敬
語
が
下
接
し
な
い
と
い
う
、
当
時
の
敬
語
の
使
用
法

を
お
の
ず
と
反
映
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
九
〕
以
上
に
記
し
た
の
は
、
取
り
あ
げ
た
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
範
囲

で
の
ノ
ー
ト
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
受
身

に
客
体
敬
語
が
下
接
す
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
の
が
い
つ
頃
で
あ
っ

た
か
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
が
、
お
よ

そ
中
世
末
期
か
ら
近
世
の
前
期
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
い
う
、
お
ぼ

ろ
げ
な
印
象
を
抱
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
は
思
う
。

付
記　

�

近
松
門
左
衛
門
の
世
話
物
浄
瑠
璃
二
十
四
編
中
に
唯
一
、
次
の
例
が
あ

る
こ
と
を
、
吉
田
永
弘
氏
か
ら
お
教
え
い
た
だ
い
た
。

　
　
　
　

梵
釈
二
天
に
手
を
引
か
れ
奉
り　
〈
五
十
年
忌
歌
念
仏
、
①
五
一
7
〉

【
使
用
テ
キ
ス
ト
】

源
氏
物
語
…
中
央
公
論
社
刊
『
源
氏
物
語
大
成
』
校
異
篇
本
文
（
表
記
改
め
）
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天
皇
さ
ま
…
講
談
社
刊
、
昭
和
四
十
年
初
版
。
同
五
十
年
再
版
本
に
よ
る
。

讃
岐
典
侍
日
記
…
小
学
館
刊
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
所
収
本

春
の
深
山
路
・
な
ぐ
さ
み
草
…
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
中
世
日
記
紀
行
集
』

平
家
物
語
…
岩
波
書
店
刊
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
本

天
草
版
平
家
物
語
…�
明
治
書
院
刊
『
天
草
版
平
家
物
語
対
照
本
文
及
び
総
索
引
』

本
文
篇

百
二
十
句
本
平
家
物
語
…
汲
古
書
院
刊
・
斯
道
文
庫
編『
百
二
十
句
本
平
家
物
語
』

舞
の
本
…
新
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
本

狂
言
集
…�

清
文
堂
刊
『
大
蔵
虎
明
能
狂
言
集
』（
適
宜
に
仮
名
に
漢
字
を
当
て
、

せ
り
ふ
を
「　

」
で
囲
む
。）

井
関
隆
子
日
記
…
勉
誠
社
刊

五
十
年
忌
歌
念
仏
…
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
所
収
本


